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書籍の概要 

本書は、18 世紀後半から 20 世紀後半の孤児や貧困

児等子どもの救済事業に、医学や心理学が関与し、処

遇や制度等を正当化する権威として機能していく様

相を、欧米、植民地朝鮮、日本などのフィールドにお

いて究明した共同研究である。医者や心理学者たち

は、子どもの生命や心身の健康を研究対象とし、保護

や救済活動のなかで自らの専門知の有効性や正当性、

客観性を確立させていく。同時に、その過程で健康で

正常、標準的な子ども規範の輪郭が徐々に鮮明化され

ていくのである。その具体的経緯に迫り、医学と子ど

もの関係の再考に寄与する。 

著者から一言 

子どもの教育、保護、福祉については、課題や理想

像が語られることが多いと思います。そしてその多く

が、それぞれの論者のなかにある規範意識に由来する

ものです。私たちは、日本だけではなく欧米や植民地

朝鮮等、共著者の研究フィールドに定位し、そのよう

な規範自体がつくられてきた歴史的経緯、その系譜に

迫る研究を進めてきました。本著は特に医学や心理学

が、子どもの生命や心身の健康に関与し始め、客観的

真理を供与する知見として確立していく具体的様相

に迫ります。 
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